
編集後記  

●今回は，データ解析コンペティションの特集号であ  

る．企業からデータを提供していただき，マーケテイ  

ング分野を中心とするOR手法の実効性を競うこのコ  

ンペティションも，今年で10年の歴史を刻み，巻頭  

文にもあるようにその広がりと深化には目をみはるも  

のがある．インターネットの社会的普及，微細化技術  

の発展に支えられるコンピュータの超高性能化，デー  

タ・マイニングに象徴される大量データ分析ソフトの  

拡充等により，質と量を兼ね備えたデータを素早く低  

コストで市場から直接入手し，即座に活用できる時代  

となった．  

●こうした環境の中で，ORはますますその重要性を  

増している．単に理論的成果を追い求めるだけでは，  

もはや時代の要請に応え 

で，より大規模な問題に現実的に意味のある時間内で  

解を与える手法の開発を進めることが何より重要であ  

る．時として厳密な最適性を犠牲にしてでも，スピー  

ドと大雑把な趨勢を把握することが優先される時代と  

言えよう．  

●実効性を保障する形でこうした方向性を追求するた  

めには，現実の問題に具体的に取り組む経験を積み，  

社会的要請を正確に把握した上でORマインドに磨き  

をかけることが重要である．この観点からも，データ  

解析コンペティションの果たす役割は重要である．  

CRM展開の手法確立を目指す企業と実効性を追及す  

るOR技術者との互恵関係を巧みに結合させたこのデ  

ータ解析コンペティションにより，多くのOR研究者  

を巻き込む形で，時代に適うマーケテイング研究を進  

める環境が整えられたと言えよう．今回も力作が揃っ  

たが，世界へ向けて情報発信するに値するCRM手法  

の確立を目指して，今後，ますます隆盛していくこと  

を願わずにはいられない．  （住田 潮）  
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